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“

敗
戦
の
色
濃
い
昭
和
十
八
年

“
四
月
、
婚
礼
を
五
日
後
に
控
え

んや
た
朝
、
私
は
母
に
呼
ば
れ
ま
し

た
。
「
嫁
入
り
支
度
は
大
体
そ
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ろ
っ
た
が
、
丸
帯
だ
り
が
聞
に

.
合
わ
な
い
。
呉
服
屋
さ
ん
に
問

“
い
合
わ
せ
て
も
、
戦
時
中
の
こ

“
と
ゆ
え
あ
り
ま
せ
ん
と
い
わ
れ

c
・.... 

おいしいひな祭り
おひな様の前で、ちらしずしをいただい

た幼稚園の園児たち。木製ブロックのテー

ブルに向かい、ちょっとすまし顔でしたが

友迷と一緒に楽しいひと時を過ごしました。

て
し
ま
っ
た
。
申
し
訳
な
い
が

私
の
古
い
帯
で
我
慢
し
て
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
母

-
子
育
て
グ
ル
ー
プ
に

た
ま
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
で
は
、
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
会
員
に

募
集
し
て
い
る
。
集
い
や
回
覧

ノ
I
ト
で
情
報
交
換
を
す
る
。

入
会
金
は
五
百
円
。
年
会
費
は

一
千
五
百
円
。
仲
間
と
共
に
楽

し
く
子
育
て
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
宮

坂
幸
子
(
屯
話
ね
l
ニ
O
八
六
)

・
ジ
ャ
ズ
体
操
の
仲
間
に

フ
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
ギ
ー
で

は
、
ジ
ャ
ズ
体
操
の
会
員
を
募

集
し
て
い
る
。
練
習
は
、
毎
週

火
陥
岡
、
午
後

一
時
三
十
分
か

ら
三
時
ま
で
旭
北
公
民
館
で
。

楽
し
く
汗
を
流
し
て
運
動
不

足
の
解
消
を
し
て
は
い
か
が
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
小

杉
図
子
(
屯
話
お
|
四
七
四
六
)

・
救
援
カ
ラ
オ
ケ
会
を

阪
神
大
白
災
の
被
災
者
に
収

益
金
を
送
ろ
う
と
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
す

る
。
趣
旨
に
ご
賛
同
の
う
え
多

く
の
方
の
ご
参
加
を
。

マ
日
程
4
月
9
日
(
白
)

マ
時
間
午
前
日
時

5

マ
会
場

野

内

ホ
l
ル

(
平
塚

市
宝
町

5
1幻
)

マ
参
加
賀

1
曲
五
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
阪
神
大
震

災
チ
ャ
リ
テ
ィ

・
カ
ラ
オ
ケ
大

会
実
行
委
員
会
の
大
柴
正
行

(
屯
話
詑
l
六
二
四
ニ
)

-
ギ
タ
ー
の
合
奏
を

平
塚
ギ
タ
l

ハ1
モ
ニ
ッ
ク

ス
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い

る
。
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。
見
学
は
自
由
。

マ
練
習
日
毎
月
第
1
、
2
、

4
水
曜
日

マ
時
間

午
後
7
時
3
9時

マ
場
所
旭
南
公
民
館

渡
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
母
は
こ
の
帯
を
大

変
気
に
入
っ
て
い
た
よ
う
な
の

白からの丸帯
市川トキさん(岡崎)

が
東
京
で
女
中
部
中
公
し
て
い
た

と
き
に
、
ご
主
人
が
三
越
で
買

っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
帯
を

で
、
私
は
辞
退
し
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
「
入
り
用
の
と
き
に

は
借
り
に
行
く
か
ら
」
と
持
た

ジ
カ
セ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
炊

飯
ジ
ャ
l
、
全
自
動
洗
滋
機
、
ガ
ス

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
、
ふ
ろ
が
ま
、
湯
沸
か
し
線
、

.

.

.

.
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さ
れ
ま
し
た
。

日

私
も
年
老
い
て
き
ま
し
た

“

が
、
色
も
柄
も
良
く
、
大
変
に

.

軽
く
締
め
や
す
い
の
で
、
親
せ

き
な
ど
の
ご
祝
儀
に
は
い
つ
も

締
め
て
出
掛
け
ま
す
。

母
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
こ

の
丸
帯
が
、
私
の
大
切
な
宝
物

で
す。

。

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
紹
介
文
を
ニ
百
字
程
度

に
ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ

マ
送
り
先

一T
加
平
塚
市
浅
間

崎

町
9
1

1

平
塚
市
広
報
広
聴

“

牒

「私
の
た
か
ら
も
の
」
係

“

------Q マ
会
資

月

二
千
円

マ
問
い
合
わ

せ

先

同
会
の
大

内
節
(
屯
話
犯
|
八
O
七
二
)

・
将
棋
同
好
の
仲
間
に

湘
南
将
棋
教
室
で
は
、
小
学

生
以
上
を
対
象
に
会
員
を
非
集

し
て
い
る
。

先
生
に
よ
る
指
導
も
あ
り
、

初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
日
程
毎
週
土
曜
日

マ
時
間

午

後

3
時
1
9時

マ
場
所
松
原
公
民
館

マ
会

資

月

一
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
管

原
英
行
(
電
話
お
l
五
八
三
五
)

・
中
高
年
絵
画
教
室
に

生
涯
学
習
の
講
座
と
し
て
、

四
月
六
日
か
ら
絵
画
教
室
を
開

賭
す
る
。
水
彩
と
油
彩
を
学
ぶ

も
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
を
。

マ
日
程
毎
月
第
l
木
昭
日

ブ
ロ
ン
ズ
像
、
図
鑑
、
童
話
、
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
子
供
用
英
会
話

ビ
デ
オ
、
換
気
扇
、
ス
ト
ー
ブ
ガ
ー

ド
、
折
り
畳
み
式
物
干
し
、
カ
メ

ラ
、
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
、
抑
制
ち

仮
、
ベ
ビ
l
パ
ス
、
お
ま
る

②
無
料
オ
ル
ゴ
ー
ル
メ
リ
l
、

三
輪
車
、
学
習
机
、
整
理
だ
ん
す
、

保
温
ジ
ャ
l
、
サ
ッ
カ
ー
ス
パ
イ

ク
、
コ
ー
ヒ
ー
サ
イ
ホ
ン

。
腺
っ
て
く
だ
さ
い

双
子
用
ベ

ビ
ー
カ
ー
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト
、

ハ
イ
チ
ェ
ア
、
ベ
ビ
l
布
団
、
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
、
子
供
用
ス
キ
1
セ
ッ

ト
、
マ
マ
コ
l
ト
、
歩
行
器
、
ベ
ビ

ー
ラ
ッ
ク
、
男
子
学
生
服
、
お
宮
参

り
用
品
、
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
オ

ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
、
電
動
向
も
み
機
、

B
Sチ
ュ
ー
ナ
ー
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

剣
道
防
具
一
式
、
大
正
琴
、
空
手

器
、
柔
道
着
、
車
い
す
、
一
輪
車
、

自
転
車
、
日
目
バ
イ
ク
、
芝
刈
り
機

。
不
要
口
問
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

一ニ)
へ
。

マ
時
間

A
コ
1
ス

午

後

3

時
3
5時、

B
コ
1
ス

午

後

6
時
'
I
，
8
時

マ
場
所

平
塚
駅
ピ
ル

「ラ
ス

カ
」
6
階
、
文
化
教
室

マ
受
講
料
月
二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
寺
西
練

(
氾
話
回
|
九
八
九

O
)

-
剣
道
の
団
員
に

港
剣
道
少
年
団
で
は
、
団
員

を
募
集
し
て
い
る
。

四
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら

大
人
の
方
ま
で
ご
参
加
い
た
だ

け
る
の
で
、
親
子
で
ど
う
ぞ
。

マ
練
習
日
時
毎
週
月
、
金
昭

目
、
午
後
7
時
1
8時
加
分

マ
場
所
港
小
学
校
体
育
館

マ
入
会
金
一
千
円

マ
会
費
用
一
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
岡
田
の
富

田
静
輝
(
電
話
幻
|
一
三
ニ
ニ
)

・
子
供
た
ち
に
感
動
を

平
塚
こ
ど
も
劇
場
で
は
、
会

品
を
門
野
県
し
て
い
る
。
親
子
で

ご
入
会
を
。
月
会
政
は

一
千

円
、
入
会
金
は
三
百
円
。

ま
た
、
次
の
日
程
で
鑑
賞
会

を
聞
く
の
で
ご
来
場
を
。

マ
日
時

3
月
初
日
(
臼
)
午

後
2
時
と
午
後
6
時
に
開
演

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
内
容
人
形
劇

「西
遊
記
」

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
事
務

所
(
電
話
お

l
O
六
O
六
)

-
折
り
紙
を
ご

一
緒
に

お
り
づ
る
会
で
は
、
創
作
折

り
紙
の
会
民
を
募
集
し
て
い

る
。
頭
と
手
先
を
使
っ
て
楽
し

く
仕
上
げ
る
も
の
で
、
中
高
年

の
方
も
ど
う
ぞ
ご

一
緒
に
。

マ
日
時

毎
月
第
1
、
3
木
曜

日
、
午
後
1
時
加
分

:
4時
却

分マ
場
所
中
央
公
民
館

マ
会
費

月

一
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
部

野
毅
(
氾
話

n
l
一ニ七
四
七
)

・
中
国
文
化
の
紹
介
を

中
国
語
を
学
ぶ
会
で
は
、
中

国
文
化
の

一
端
に
触
れ
、
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
集
い
を
開

催
す
る
。
ぜ
ひ
お
出
掛
貯
を
。

ま
た
-
会
品
も
募
集
し
て
い

る
の
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
日
時

3
月
初
日
(
日
)
午

後
1
時
初
分
5
4時

マ
会
場

中
央
公
民
館

マ
内
容
①
漢
詩
の
朗
読
と
解

説
②
中
国
音
楽
の
演
饗
と
歌

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
烏

沢
光
代
(
屯
括
幻
|
七

一
九
七
)

O
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
ペ

ー
ジ
。
会
員
募
集
や
イ
ベ
ン
ト

案
内
な
ど
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

s 
甘

え

と

自

立

A
君
は
中
学
二
年
生
。
最
近
、
時
々
意
味

も
無
く
変
な
声
を
出
す
、
と
い
う
こ
と
で
お

母
さ
ん
が
相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

A
君
は
、
小
さ
い
こ
ろ
病
弱
で
不
安
が
強

く
、
な
か
な
か
お
母
さ
ん
か
ら
離
れ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
お
母
さ
ん
も

「甘
え
ん
坊
の

A
君
」
が
か
わ
い
く
て
、
な
る
べ
く
A
君
を

不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
、
一
生
懸
命
育

て
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
A
君
の
体

も
随
分
良
く
な
り
、
中
学
生
に
な
る
こ
ろ
に

は
健
康
な
子
供
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
程

に
な
り
ま
し
た
。

体
が
髄
康
に
な
る
と
、
心
も
成
長
し
始
め

ま
す
。
自
立
し
よ
う
と
す
る
力
が
強
く
な

り
、
時
に
は
お
母
さ
ん
に
手
助
け
さ
れ
る
と

と
が
疎
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
出
て
き

ま
し
た
。
で
も
お
母
さ
ん
は
相
変
わ
ら
ず
で

す。

A
君
も
、
お
母
さ
ん
が
手
伝
っ
て
く
れ

る
の
は
う
れ
し
い
し
、
「
拠
っ
て
お
い
て
」
と

言
っ
て
お
母
さ
ん
を
悲
し
ま
せ
る
の
も
し
た

く
な
い
の
で
、
ど
こ
か
で
甘
え
ん
坊
の
A
君

を
演
じ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
A
君
の
中
の

甘
え
と
自
立
の
両
方
の
気
持
ち
が
ぶ
つ
か
り

合
っ
て
、

A
君
を
苦
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
す
。

心
が
苦
し
み
始
め
る
と
、
体
の
反
応
と
し

て
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

A
君
の
場
合
、

二
つ
の
気
持
ち
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
そ
れ
が

強
く
な
っ
た
と
き
無
意
識
に
変
な
声
が
出
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

A
君
に
と
っ
て
お
母
さ
ん
の
関
わ
り
は
、

母
親
を
必
要
と
し
て
い
る
時
に
は
安
心
感

に
、
自
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
は
不
安

感
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

鰐
普
小
学
校
北
側
屯
話
お
|
六

O
一二

「むをう)おま蹴Wl王」空き〉献〉配 Jリーグ観戦は電車とパスで

スポーツ掘 興財団

電 話35-0102

平嫁競技窃で行われるJリーグの観

戦I~，パスや徒歩、自転車等でお願い
しぎす。開催当日は、-...JR平嫁駅・小

田急本厚木駅・ 伊勢原駅から臨時直行

パスガ運行されるのでご利用 く ださい。

お帰りも総合公園南 側の 臨時パス乗

り渇から、 同 じ 3駅までの臨時直行パ

スガ運行されます。

なお、平i家競授楊閤辺道箇 lこは一切

駐車はできません。

。申し込み ひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受付

-電話 0558-87 -1050 
• FAX 0558-87ー0557

・住所 〒410-32 静岡県田方

郡天城湯ケ島町上船原1120-1 
. 1泊 2食付き、大人4.925円、子供4.405円

3 0問い合わせ 交流親善 銀 (内線597)
X 印満室 A 印早めに申し込みを O印まだ余絡がある

41(日)1 234 5 6 7 8 9101112131415161718192021222324252627282930 
月|冊土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日
I xxxxOO~xxOOxOOxx 休休休O~x ゐム OOO~x~

-問い合わせ
51 (日) 12 3 4 5 6 7 8910111213141516171819202122232425262728293031 
I(曜)月 火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水

月| ム OxxxxO休休休休Ox ム O~OOOxOOOOOOxOOOO
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建，unu~稔~"unUlr.u~路線Il，nuuu~路銘~U，路線i'ilil'~"~l'~i"""~鵠"""路線総徽unUl路線gagamasagaussugamasssagams器
包 ~f采鍵センター 平塚市中盤 :・後期(妊娠 8か月以降の方) : 幼児 : - - -- -_ : -------一---...____ ;; 
妥 34，-17 電話34ー0311 川 日午後 1時30い時 :・会 場 平 塚 保 健 所 ; 簡易担~ !/日EAUHYJ\ 5 
=@平壕保健所平塚 市 訟 原 町 : お産の進み方と産後の過ご:・相談臼 4月10目、 17日 : : / 'H』円~I.I ・~ ¥ 輔

さ6 ー21 臨 32ー 0130 : ベと古告菰;窓窓:芸恐i長弘b2沼rr2?T~ベ吋4戸時七::=慰i在!与F戸?FJιzア円前九L諒お品Z主担叫三弓諜平諒品2 L保→健

き @閥混袋矧窃叡鎚怠 :一.昨込場 保側健倣セU…ンタト一 ~ ~ 30分 ~ご2Z『 浴
室 4月の日程 :.母子手帳、銃記用具、歯ブ j 胃!1&，~~ 1・会場保健センター へフ，...J /お
丞 .前期(妊娠 6か月までの方) : ラシとコップ2個(3臼)、: :・内容体箆測定、栄袋、病:¥ .， ・ _. Iお

冠 3日 午後 1 時30分~4 時 j スラックス(3臼と17日)、: .対象 6 年10月 1 口 ~11月: 気、育て方、予防援種のこ ~ \. ・一一 / ;; 
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~ 14日 午後 1 時30分~ 4 時 :圃母子手帳、パスタオル (4 : ・受付午後 1 時~2時
義 赤ちゃんの育て方、抱き方;・対象 2歳 6か月までの乳 j 月 7日のみ)を持参 :.会 場 平 塚 保 健所 : ・5臼 6年間 1 日~lOB ぎ
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票廻1 担 一U、側…総鰍附総糊純…
はがきに君赤示ちや んの氏名、性別、生年月日と両親の{

所、氏名、年齢、定話番号、会社名を記入のうえと応

諒ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応諾

h可 されたはがき(1 日掲載分は26 日 ~10日締め切り、、 15口掲載分は11 日 ~25日締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は18人応募。

会送り先 〒 254平塚市浅間町 9- 1 
平塚市広報広聴諜「赤ちゃんの

ステージ」係

四
月
か
ら
予
防

接
種
の
変
更
が

平
成
六
年
十
月
に
予
防
接
積

法
が
改
正
さ
れ
、
既
に
予
診
に

つ
い
て
は
変
更
し
て
実
施
し
て

い
る
が
、
四
月
一
日
か
ら
予
防

接
租
の
実
施
方
法
や
対
象
年
齢

等
が
一
部
変
更
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
会
場
も
集
団
接

種
と
な
る
ポ
リ
オ
と
、

小
・

中

学
生
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を
除

き
、
各
医
療
機
関
で
個
別
に
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
の

で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

詳
し
い
こ
と
は
、
各
戸
に
配

布
す
る
「
吋
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ

ー
」
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

{
ポ
リ
オ

(小
児
マ
ヒ
)
}

マ
対
象
生
後
3
か
月
5
7
歳

6
か
月
未
満

マ
投
与
回
数

2
回

{
三
種
混
合
・
二
種
混
合
}

百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
方
は

〈ア〉

ニ
櫛
混
合
と
な
る
。

マ
対
象

・
1
期

生

後

3
か
月
1
7歳

6
か
月
未
満

-
2
期

日

歳

i
u歳
未
満

マ
接
種
目
数

1
期
4
回、

2

期
1
回

{
麻
し
ん
}

マ
対
象

1
歳
1
7成
6
か
月

未
満

マ
接
種
目
数

1
回

【
風
し
ん
}

従
来
は
中
学
二
年
生
の
女
子

の
み
実
施
し
て
い
た
が
、
今
後

は
男
女
共
接
種
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

マ
対
象

1
歳
1
7歳
6
か
月

未
満
(
平
成
時
年
9
月
初
日
ま

で
は
、
ロ
歳
S
M歳
未
満
の
未

接
種
の
方
も
受
け
る
)

マ
接
部
回
数

1
回

{
日
本
脳
炎
)

マ
対
象

・
1
期

生

後

6
か
月
5
7歳

6
か
月
未
満

-
2
期

9
歳
1
U歳
未
満

・
3
期

M
歳
i
M
歳
未
満

マ
接
鶴
岡
数

1
期
3
回、

2

期
1
回、

3
期
1
回

{
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B
C
G】

マ
対
象
と
実
施
場
所

・
生
後
3
か
月
5
4
歳
未
満

各
医
療
機
関
で
接
都

・
小
学
校
1
・
2
年
生
お
よ
び

中
学
校
1
・
2
年
生
各
学
校

で
接
種

-
持
ち
物
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
体
温
計

マ
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
二
六
O
)

妊
婦
お
よ
び
五
十
歳
未
満
の

方
を
対
象
に
、
歯
ぐ
き
の
検
診

と
歯
磨
き
の
練
習
を
す
る
。

歯
ぐ
き
の
再
チ
ェ
ッ
ク
で
健

康
な
食
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

マ
日
時

3
月
羽
田
(
火
)

・
妊
婦
の
方

午
前
9
時

t
m

時
却
分

・
妊
婦
以
外
で
印
歳
未
満
の
方

午
後
1
時
1
2時
叩
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
持
ち
物
母
子
健
康
手
帳

(
妊
婦
の
方
)
、
普
段
使
っ
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
詑

|
O
一
一ニ
O
)
予
約
制

マ
会
場
平
康
保
健
所

マ
相
談
担
当
者
精
神
科
医

師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
平
塚
保
健
所
(
電
話
詑

l
O
一一一一

O
)

歯
磨
き
練
習
と

歯
ぐ
き
模
診
を

健
康
課

l山戸

の企
悩 γ
みル
に や

心
の
悩
み
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
悩
み
を
持

つ
本
人
と
そ
の
家
族
の
方
を
対

象
に
、
心
の
健
康
相
談
を
聞

く
。
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
訪
問

も
す
る
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

を。マ
日
程

マ
時
間

時
叩
分

3
月
お
日
(
火
)

午
後
1
時
叩
分
1
3

和
ゅ
ん
マ
ち
宙
科

住所ガ変わったら異動の届け出を'B7l¥(}う野菜lま安全お」議)長全
住民異動届は、選挙、就学、国民年

金、国民健康保慣、予防接密、印鑑証明

忽どのもとに怠る重要なものです。住所

ガ変わったときは、必ず14日以内に届け

出をしてください。

届け出には、その万の氏名、住所、異

動 しだ年月日、 従前の住所等ガわかるよ

うにし、 本人または世帯修主等ガ届け出る

ことになっています。うその届け出をし

だり、正当の理由ガなく届け出をおこだ

っ疋湯合Id:、過料ガ科せられる湯合ガあ

ります。

市民課市民異動保〈内線236)-担当

農業講演会を開催するので、

市民のみなさん、ぜひご参加を

3月29日(7)<)

午後2時"'4時

勤労会館

農学博士

武居三郎氏

農産課営農指導係
(内線543)へ

自

分

の

要

求

を

言

っ

た

り

、

手

足

を
動

葉
で
周
り
の
人
に
伝

か

し

て

喜

び
を
一示
し

え
る
こ
と
が
で
き
な

た

り

す

る

こ

と

も

こ

い

乳

児

に

と

っ

て

、

か

月

ご
ろ
か
ら
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
1
シ

ョ

よ

う

に
な
る
。

ン

の

基

本

は

、

泣

い

こ

の

よ
う
な
、
泣

た

り

笑

っ

た

り

と

い

く

、

む
ず
が
る
、
笑

う

情

緒

の

表

出

で

あ

う

と
い
う
情
緒
の
表

る
。
こ
れ
ら
の
表
情

情

緒

と

発

達

雪
、
大
人
が
タ
イ

や
動
作
は
、
乳
児
の
興
奮
か
ら
現
れ
る
も
の
ミ
ン
グ
よ
く
感
じ
取
り
、
的
確
に
対
応
し
て

で

あ

る

。

あ

げ

る

こ

と

で

、

子

供

は

自

分

の

行

為

に

自

生
後
二
か
月
ご
ろ
か
ら
、

空
腹
や
お
尻
の
信
を
持
ち
、
安
心
し
て
大
人
に
依
存
す
る
よ

汚
れ
な
ど
生
理
的
刺
激
に
不
快
を
示
し
泣
く
う
に
な
る
。

よ
う
に
な
る
。
ま
た
成
長
す
る
に
つ
れ
、
嫌
乳
児
期
に
母
親
や
周
囲
の
人
た
ち
へ
の
信

悪
感
や
恐
れ
な
ど
も
抱
く
よ
う
に
な
り
、
生
頼
感
が
あ
っ
て
初
め
て
情
緒
が
順
調
に
発
達

後
六

5
八
か
月
ご
ろ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
人
見
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
基
盤
と
な
り
、

知
り
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
の
情
緒
の
順
調
な
発
達
へ
と
つ
な
が

こ
れ
と
は
反
対
に
、
ほ
ほ
え
ん
だ
り
、
笑
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
(
健
康
課
)

時

場

師

- 会

-日

4砂講

.申し込み



ベ
ル
ク
ラ
ブ
で
は
、
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
に
も
登
山
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
登
山
会
を
予
定

し
て
い
る
が
、
そ
の
参
加
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
。

軽
自
動
車
の
廃
車
は
、

=一
月
三

マ
H
程

7
月
2
日
(
日
)
1
4

小
田
原
人
権
擁
滋
委
品
肋
抑
制
品
冨

十

一

臼

ま

で

に

手

続

き

を

す

る

と

日

(

火

)

で

は

、

無

料

の

人

栂

相

談

所

を

附

平

成

七

年

度

の

軽

自

動

車

税

が

課

マ

目

的

地

北

海

道

洞

爺

・
支

常

利

く

。

税

さ

れ

な

く

な

る

。

国

立

公

園

樽

前

山

マ

日

時

3
月
犯
日
(
火
)
午
後

問

∞

以

下

の

原

動

機

付

き

自

転

マ

募

集

人

只

車

い

す

の

方

(

印

1
時
3
4時

車

や

小

型

特

殊

自

動

車

を

廃

車

す

人

)

、

率

い

す

以

外

の

障

害

者

の

方

マ

会

場

小

田

原

ピ

ブ

レ

(

小

田

る

と

き

は

、

ナ

ン

バ

ー

プ

レ

ー

ト

、

(

別

人

)

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

(

揃

人

)

原

市

栄

町

)

標

識

交

付

証

明

杓

、

印

鍛

を

お

持

先

治

順

マ

相

談

内

容

②

家

庭

内

や

隣

近

ち

に

な

り

市

民

税

隈

税

制

係

(

内

マ

参

加

賀

用

車

い

す

の

方

、

身

所

の

も

め

ご

と

②

相

続

、

離

線

二

六

八

)

へ

。

体

障

笹

者

の

方

無

料

、

ボ

ラ

ン

平

成

七

年

四

月

一
日
か
ら
平
塚
婚
、
扶
養
、
借
地
、
借
家
、
登
記
な

こ
の
ほ
か
の
軽
自
動
車
を
廃
車
横
浜
国
際
人
権
セ
ン
タ
ー
で
テ
ィ
ア

一ニ
万
九
千
八
百
円
市
、
大
磯
町
、
二
宮
町
に
あ
る
会
ど
に
つ
い
て
③
児
童
、
生
徒
の

す
る
と
き
は
、
次
の
場
所
で
手
続
は
、
人
権
啓
発
講
演
会
を
聞
く
。
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
社

・
法
人
の
印
鑑
証
明
の
手
続
き
い
じ
め

・
体
罰
の
問
題
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し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
自
主
防
災
組
織
を
代
表
し
て
、

以

議
開
幽
明
判
明
市

ま
施
/
さduhuh-2Eれ

刊

誌

川

閣

議

一
守

そ

3
J
「
1

織

制

実

時

お
答
え

大
規
模
地
震
な
た
だ
く
な
ど
、
地
域
の
リ
ー
ふ

以

闘

F
VV
1
Fお
安

凋

租

と

吻

と
が
発
生
し
た
場

l
の
育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

以

……樹
立
凶
長
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場
目
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へ
は
戸
時
現
制

念
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杭
礼
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A
a
f
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Z
1自

官

υ
痛

t

よ
る
組
織
的
な
防
災
活
動
が
担
パ
ー
な
ど
、
防
災
活
動
に
必
要

X

3
F幽
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門
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F

'並
区
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園
圃

d
p
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曲
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一

r
一
歩

ヨ
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自

要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
な
備
品
を
購
入
し
た
場
合
に
、

む

と
噂
V
V
4

・PZ
一崎

一

嘉

世

災

極

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
し
て
世
帯
数
に
応
じ
て
補
助
す
る
制
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計
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防

積

い

ま

す
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度
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設

げ

て

い

ま

す

。

以

以

園

田

w
d白
配

諒

い

一

週

面

掴

凋

闘

嚇

|

現
在
、
市
内
に
は
自
治
会
を
防
災
活
動
に
は
、
日
ご
ろ
の

比

ぬ

闘

喝

-

守

剖

訓

し

:

-

霊

園

畑

h
f

単
位
と
し
た
二
百
九
の
自
主
防

訓
練
が
大
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で
す
。
地
域
合
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以

以
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、

.

畑

"

'

災

組

織

(

組

織

覧

会

)

が

防

災

訓

練

な

ど

へ

の

霊

的

な

w

m
蘭
漕
位
置
'
島
四
，
.
ご

-mω
砂

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

自

主

防

参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

X

通
踊
副
即
馬
車
・
2樋
災

組

織

を

育

成

す

る

た

め

市

(

防

災

課
)

ぬ

冷静
ま
開
闘
ヨ
凶

3
4一

一
面
.
、
で
は
、
地
域
合
同
防
災
訓
練
等
※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
は

以

お

園

周

rも
圃

s・
a・
-
咽
靖
副
司

J

4

E

白砂
d
‘
、
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と
お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴
担

お

‘Z

E

-

-

-

-

-

F

ι

-

F

E

-

-

-

F

a

a

-

-

-

，.司

お
一
.
.
.
 
鋼

罪

、

片

岡

叫

鋼

姐

.

，

i

』

ー

も

に

、

自

主

防

災

組

織

が

主

催

当

(

内

線

三

五

五

)

に

お

寄

せ

比

以

阪
神
・
淡
路
大
の
人
た
ち
の
連
携
が
大
切
で
あ
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
す
る
訓
練
な
ど
に
担
当
職
員
を
く
だ
さ
い
。

州問

、利

一
質

問

、

以

MAh
l
-
-
:
・

箆
災
で
は
、
地
域
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
育
成
を
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
派
遣
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

WAh

w均，
e、d三
dEdEdzdEdEdEdzdEdEdzdzdEdzdzdEdEdzdEdzdzdEdEdzdzdEdEd--dEdE
d
EdEdv

・d・、dvhvdEdvhvdEdz
d
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-
軽
自
動
車
の
廃
車
は

第 54ア雪

ぎ
を
。
な
お
、
滋
難
な
ど
で
実
際
に

所
有
し
て
い
な
く
て
も
、
廃
車
屈

の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
引
き

続
き
脱
税
さ
れ
る
の
で
ご
注
意
匂

マ
二
輪
車
(
附
氏
以
上
)

-
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

(
東
笠
田
三
六
九
l
m
・
電
話
臼

l
八
九
O
八
)

マ
三
輪

・
四
輪
の
軽
自
動
車

-
軽
自
動
車
検
査
協
会

(
東
笠
田

三
六
九
!
日

・
包
括
臼
|
八
八
二

五
)

A-中
途
失
明
の
方
へ

平
塚
市
点
訳
赤
土
子
奉
仕
団
で

は
、
中
途
失
明
を
さ
れ
た
方
に

様
々
な
援
助
を
し
て
い
る
。
希
望

の
方
は
ご
相
談
を
。

マ
内
容
点
字
の
指
導
(
読
み
方

自
き
方
)
、
生
活
指
導
(
日
常
生
活

の
訓
練
の
援
助
な
ど
て
福
祉
サ
ー

ビ
ス
相
談

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協

部
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(
電
話
お
|
一
一
三
三
三
)
へ
。

-
人
権
講
演
会
を
開
く

マ
日
時

4
月
初
日
(
水
)
午
後

1
時
1
4時

マ
会
場
伊
刷
出
阪
市
民
文
化
会
館

マ
内
容

・
鵠
出
会
「
く
ら
し
と
人
権
」

・
映
画
「
星
空
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

マ
講
師
社
会
活
動
家
池
田
栄

子
氏問

い
合
わ
せ
は
、
福
祉
政
策
課

(
内
線
五
O
五
)
へ
。

福
祉
部
障
問
回
福
祉
係

(
内
線

一一)
へ
。

-
在
宅
の
障
害
手
当
が

av北
海
道
登
山
会
開
く

県
で
は
、

在
宅
の
重
度
の
陣
容

者
の
あ
る
方
に
手
当
を
支
給
し
て

い
る
。

マ
受
付
期
間

4
月
3
日
(
月
)

1
5月
1
日
(
月
)
の
開
庁
日

マ
受
付
場
所
障
害
福
祉
疎
開
管

制
組
係

マ
対
象
県
内
に
平
成
7
年
4
月

1
日
現
在
、
-
年
以
上
お
住
ま
い

で
、
-
級
か
ら
3
級
ま
で
の
身
体

障
答
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

か
、
知
能
指
数
刊
以
下
の
方
(
現
在

施
般
に
入
所
し
て
い
る
方
や
既
に

手
当
を
受
払
刊
νて
い
る
方
は
除
く
)

マ
中
部
に
必
袈
な
も
の
身
体
障

客
者
手
帳
、
住
民
間
前
の
写
し
、
印

鑑
、
対
象
者
の
預
金
通
帳
(
郵
便

局
は
除
く
)

問
い
合
わ
せ
は
、
陣
容
福
祉
課

陣
山
田
福
祉
係
(
内
線
一
一二
二
)
へ
。

A
V
証
明
手
続
き
の
変
更

が
変
更
さ
れ
る
。
ご
注
窓
を
。

マ
変
良
す
る
点
①
印
鑑
証
明
刊

の
様
式
が
法
定
の
も
の
と
な
る

②
印
鑑
証
明
申
請
暫
用
紙
は
、
法

務
局
の
各
支
局
、
出
狼
所
で
無
料

配
布
す
る
@
申
請
古
記
載
事
項

の
訂
正
・
加
入
・
削
除
・
印
鑑
の

押
し
直
し
は
で
き
な
い
@
申
荷

哲
は
証
明
智
の
お
求
数
に
関
係
な

く
一
通
で
よ
い
⑤
印
鑑
証
明
と

資
格
証
明
を

一
括
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る

詳
し
く
は
、
横
浜
地
方
法
務
局

平
塚
出
張
所
(
電
話
泣
|
六
五
五

七
)
へ
。

-
人
権
相
談
所
を
開
く

問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
地
方
法

務
局
小
田
原
文
向
(
寝

6
四
六

五
l
nー
O
一
八
こ

へ。

-
夏
期
利
用
受
け
付
け

県
立
湘
南
背
少
年
の
家
で
は
、

夏
期
に
施
設
を
利
用
す
る
団
体
の

利
用
を
受
け
付
け
る
。
多
数
の
場

合
は
抽
選

マ
抽
選
日

5
月
7
口
(
円
)
午

前
9
時
却
分

マ
利
用
期
間

7
月
初
日
(
木
)

3
8月
幻
自
(
木
)

マ
対
象
県
内
の
団
体
(
背
少
年

団
体
を
俊
先
)

問
い
合
わ
せ
は
、
同
背
少
年
の

家
(
世
話
臼
1
0
六
七
六
)
へ
。

A
V
園
芸
教
室
を
開
く

マ
日
時

4
月
日
日
(
木
)
午
前

9
時
叩
分
3
日
時
叩
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(駅
南
口
)

マ
講
師
園
芸
研
究
家
向
後
三

容
氏

マ
内
容
。
泣
野
菜
の
竹
理
の
ポ

イ
ン
ト

問
い
合
わ
せ
は
、

m
m
湘
南
国
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
電
話
お
l
O五

九
三
)
へ
。

-
通
信
制
の
生
徒
募
集

県
立
厚
木
南
高
校
通
信
制
限
程

で
は
、
平
成
予
定
の
生
徒
募

集
す
る
。

マ
募
集
期
間

3
月
幻
日
(
水
)

5
4月
1
日
(
土
)

・
時
間
午
前
9
時
1
午
後
5
時

マ
出
願
暫
類
入
学
願
冊
目
、
出
身

中
学
校
が
発
行
し
た
閥
抗
岱

マ
選
抜
方
法
面
接

マ
合
格
発
表

4
月
日
目
(
木
)

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校
通
信
制

課
程
(
電
話
O
四
六
二
|
羽
|
五

三
四
六
)
へ
。

A
V
テ
ニ
ス
・
水
泳
教
室

m
H
体
育
協
会
で
は
、
女
性
を
対

象
に
初
級
硬
式
テ
ニ
ス
と
水
泳
の

教
室
を
聞
く
。

{
初
級
硬
式
テ
ニ
ス
〕

マ
日
程

4
月
6
日
(
木
)
1
9

月
7
日
(
木
)
全
初
日

・
時
間

A
コ
1
ス

午

前
9
時

日
分
5
日
時

B
コ
1
ス
午
前

時

?
?
?
γ
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γ
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γ
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曲
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E
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血
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会
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を
地
域
福
祉
協
理
事
研
修
会
参
加
者

一
向
付

縦

二

…淳

陽

ゆ

直

直

沼

港

ゅ
-

H

祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど

こ
千
八
百
七
十
五
円
架
原
正

+

い

に

使

わ

れ

て

い

る

。

治

一
万
円
、
中
村
小
児
科

4

¥
¥
¥
¥

)
1
1
3
1〆
ゑ
掴
E
・

E・
-

-

-

-

+

問
い
合
わ
せ
は
、

i
四
千
九
喜
一十
九
円
、
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名

村

¥

ト

Ith-
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週
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吋

協
協
会
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富
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お
l
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三
三

五
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+
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h
m
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童
霊
へ

・
山
内
俊
一
エ

ポ

ト

コ
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瀦

綴

錦

繍

閣

輔

聞

や

マ
社
会
福
祉
益
金
へ
・

一ニ
必

一

万

円

川

村

?
司

J
ト

一
・
11d弘
山
手
羽
倒
閣
汚
淵
間
関
闘
悶

一

4

制

限

小

劃
『
ト
で
山
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〓

?
l
d叩

J
W
U
U
3
a
J
5
a相
歯
組
組
'
融
問

吋

樹
脂
労
働
組
合
平
燦
支
部
十
マ
交
通
遺
児
へ

・
泉
栄

一
↑

刑

溜

4
園
陸
1JbS常
事

r繍
議
路
館
眠
障
開
聞

M

=一
万
一二
千
円
沼
田
光
慾

・
留
一
千
円
日
本
生
命
平
塚
支
社
主
、

d
a
a制
柄
引
ー
十
寸
法
院
院
副
園
田
園
園

+

次

=一
千
円
、
十
二
人
会
一
十
五
万
円
、
平
塚
市
中
心
街
イ

:

一

¥

J
-
l
aa--緬圃圃

イ

千
円
、
金
田
地
区
社
協
会
長
江
べ
ン
ト
笑
行
委
只
会

一
万
八

ト
l
T

、
¥

-、

¥
-

姐
掴
・

E

川

原

一
間
約
五
千
円
、
匠
建
設
千
四
百
五
十
円
、
交
通
安
全
母

+

持

現
在
の
平
塚
盲
学
校
門
脇
に
建
て
ら
れ
た
頒
徳
碑

.
‘
 

十

十
万
二
千
三
百
八
十
一
円
、
佐
の
会
連
絡
協
同
市
会
十
万
四
千
J

「
付

平
塚
市
金
目
は
、
か
つ
て
明

け
と
な
っ
た
の
が
、
金
自
在
住

川

費

佐

子

二
千
円
、
平
塚
市
七
百
二
十
五
円

い

特

治
の
文
化
村
と
呼
ば
れ
、
そ
の
の
鰍
対
師
秋
山
博
で
し
た
。
秋

刊

γ
・
γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
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・
H

‘
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H
教
育
施
設
と
文
化
水
準
の
高
さ

山
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
盲

目
時
日
分
1
午
後
1
時

②
世
界
背
年
の
船

判

、，

村
は
県
下
一
と
称
さ
れ
た
時
期
が
人
の
た
め
の
施
策
に
宮
田
が
援

マ
会
場
総
合
公
園
テ
ニ
ス
場

・北
、
中
、
南
米
コ
l
ス
(
m
i
m
tT制

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
地
が
助
を
し
、
こ
れ
を
も
と
に
講
座

マ
定
員
各
コ
l
ス

初

人

歳

、

英

語

力

の

あ
る
方
)

+日
付
明
治
の
初
め
、
多
く
の
民
権
家
を
設
け
、
明
治
二
十
三
年
か
ら

マ
参
加
料
一
万
八
千
円
③
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

沖

マ
申
込
期
限

3
月
初
円
(
火
)

・東
南
ア
ジ
ア
6
か
国

2
1却
肘
宇
佐
生
み
愛
甲
郡
荻
野
村
と
並
ぶ
本
格
的
に
鵠
習
会
を
始
め
る
と

{
水
泳
教
室
}

歳

、

香

カ

の

あ

る

方

)

州

知

民

権

運

動

の

中

心

地

で

あ

と

に

な

り

手

。

ー

マ
日
程

A
コ
l
ス

4
月
6
臼
申
し
込
み
は
、
明
日少
年
会
館
に
附
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
間
習
会
は
、
中
郡
鍬
一
郎

(木
)
5
9
月
泊
目
(
木
)
、

B
コ
l

あ
る
応
募
暫
類
を
脅
少
年
限
(
屯
付
金
目
村
民
権
家
の
う
ち
、
最
鱗
習
会
と
言
わ
れ
、
次
第
に
受

ス

4
月
7
臼
(
金
)
3
9月
四

話

詑

|

七

O
ニ
九
)
ヘ
。
制
も
重
要
な
人
物
に
宮

i
・

講
者
も
増
え
、
明
治
三
十
年
代

臼
(
金
)
と
も
に
金
初
日

時
田
寅
治
が
い
ま
し

品

解

に
は
大
磯
に
支
部
を
置
く
ま
で

・
時
間
午
前
川
時
占
時

;

報

V
1
1t

附
た
。
彼
が
自
由
民
権

以
徳

に
発
展
し
ま
す
。
そ
の
問
、
宮

内時

詩

作
l

ル

掛
一
線
単
一士

山
刊
誌
な
倣
月
間
許
諾

マ
参
加
料
一
万
八
千
円

ノ

ιト
U
伝
、
，
I
ι

.

H

4{titiA句
E!l
付
言自
村
宮
の
戸
雲
長
に
長
就
任

守仙父〈

菩
代
助
な
ど
、
郡
村
の
民
権
家

マ
申
込
期
限

3
月
却
臼
(
水
)

i

U

刺

引

l

判
し
て
か
ら
と
い
わ

4
p，

や
医
師

・
篤
志
家
の
援
助
を
仰

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同

・
文

化

振

興

基

金

制

山田ヰ
d

4
1

れ
、
以
後
国
会
開
設

d
U
ぎ
、
つ
い
に
明
治
四
十
三
年
、

協
会
(
健
話
附
l
m
l
O六
五
三
)
文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

iT

S
A

ヘ

へ

。

護

の

実

施

や

市

民

の

創

請

な

廿

運

動

や

湘

南

社

の

設

』

忌

「私
立
中
郡
盲
人
学
校
」
と
し

文
化
活
動
員
す
る
助
成
な
ど
に
別
立
に
加
わ
り
、
自
由

河

沼

て
発
足
開
校
、
本
格
的
な
盲
人

使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。
円
九
へ
入
党
し
て
か
ら

晶

喝

教
育
と
鋪
按
師
の
桂
成
に
乗
り

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推
付
は
地
租
軽
減
辿
動
に

沖
U
l

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
六
七
?
を
投
じ
、
同
十
七

立

時
、
こ
の
学
校
は
県
下
で
横
浜

三
)
へ
。
(
敬
称
略
)
刑
宅
」
ま
呆
議
会
議
員

l
Q
こ
次
ぐ
二
番
目
の
盲
人
学
校
で

+

pvpv
I

z
n
，
 

-
平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル
固
い
け
を

勤

め

る

ま

で

に

な

し

た

。

大

正

七

年

、

宮

田

寅

治

十
一
万
三
千
円

持

っ
て
い
ま
す
。
明
治
十
九
年
、
は
、
伊
達
時
、
森
純
一
の
後
を

・
み
ど
り
基

金

廿

彼

は

キ

リ

ス

ト

教

に

入

信

し

ま

受

け
、
第
三
代
校
長
に
就
任

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

H

'

un
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
彼
は
生

涯

し

、

突

に
十
六
年
間
の
永
き
に

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

HH
を
か
け
た
教
育
・
福
祉
活
動
を
わ
た
り
そ
の
要
職
を
勤
め
て
い

を

が

-
千
熱
心
に
進
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。
「
私
立
中
郡
吉
入
学
校」

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
闘
が

謀

み

ど

り

推

進

係

(

内

線

四

二

村

い

き

ま

す

。

の

煩

徳

碑

は

、

そ

の

設

立

に

携

五

)

へ

。

(

敬

称

略

)

哨
彼
が
手
掛
け
た
活
動
の

一
つ

わ
っ
た
人
々
の
報
恩
を
後
世
に

・
村
上
恵
美
五
千
円
長
谷
工
州
に
、
盲
人
の
自
立
と
就
業
の
た
伝
え
る
た
め
昭
和
十
三
年
に
建

ラ
イ
ブ
ネ
ッ
ト
一
万
円
、
長
谷
口
付
め
の
駒
習
会
設
立
運
動
が
あ
り
て
ら
れ
ま
し
た
。

エ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

一
万
円

H
ま
し
た
。
こ
の
運
動
の
き
っ

か

(

博
物
館
主
任
学
芸
品
土
井
浩
)

-
海
外
派
遣
員
を
募
集

総
務
庁
で
は
、
口
本
と
世
界
各

国
の
背
年
同
士
が
焚
流
を
通
し
て

友
好
と
理
解
を
深
め
る
海
外
派
遣

事
業
の
団
長
を
募
集
す
る
。

マ
派
遣
内
容
(
応
募
資
格
)

①
航
空
機
に
よ
る
青
年
海
外
派
遣

・
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
地
域
コ
ー

ス

(
m
i叩
説
、
交
流
活
動
を
円

滑
に
行
え
る
一
議
カ
の
あ
る
方
)

・
中
園
、
韓
国
コ
1
ス

(
m
i
m

歳
、
訪
問
国
の
公
用
語
で
簡
単
な

日
常
会
話
が
で
き
る
方
)

・
中
国
、
韓
国
渉
外
国
民
コ
1
ス

(お
3
お
歳
、
訪
問
問
で
渉
外
任

務
が
で
き
る
開
学
力
が
あ
る
方
)


